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我
が
国
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
を
後
押
し
し
て
き
た
。
二
〇
二
一
年
二
月
一
日
に
発
生
し

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
に
よ
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
民
主
化
へ
の
努
力
と
期
待
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
の

発
生
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
国
際
社
会
の
度
重
な
る
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
軍
や
警
察
に
よ

る
民
間
人
に
対
す
る
暴
力
が
継
続
し
、
多
数
の
民
間
人
が
死
傷
し
て
い
る
。 

 

衆
議
院
で
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
非
難
し
、
民

主
的
な
政
治
体
制
の
早
期
回
復
を
求
め
る
決
議
案
」
を
可
決
し
、
我
が
国
の
政
府
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
外
交
資
源
を
駆
使
し

て
、
不
当
に
拘
束
さ
れ
た
国
内
外
の
人
々
の
即
時
解
放
、
人
権
及
び
人
間
の
安
全
保
障
の
尊
重
、
民
主
的
な
政
治
体
制
の
早
期

回
復
の
速
や
か
な
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
強
く
要
請
し
た
。 

 

一
方
で
、
政
府
は
安
藤
晴
彦
内
閣
審
議
官
を
二
〇
二
二
年
一
月
と
三
月
と
四
～
五
月
の
三
回
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
週
間
、
合
計

六
週
間
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
派
遣
し
た
。
情
報
公
開
さ
れ
た
安
藤
晴
彦
内
閣
審
議
官
の
「
出
張
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
出
張
の
目
的

は
、
「
新
し
い
資
本
主
義
」
起
動
の
た
め
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
経
済
開
発
の
た
め
の
調
査
の
一
環
と
し
て
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
関
係
者
と
の
意
見
交
換
及
び
現
地
視
察
等
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
九
日
の
衆



 

２ 

 

議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
木
原
誠
二
内
閣
官
房
副
長
官
は
、
「
内
閣
官
房
に
お
き
ま
し
て
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の

経
済
開
発
に
資
す
る
調
査
、
こ
れ
を
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
日

本
企
業
の
現
況
に
関
す
る
現
地
事
情
等
の
把
握
の
た
め
出
張
を
し
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
安
藤
審
議
官
に
お

か
れ
て
は
、
出
張
を
通
じ
て
、
現
地
の
雇
用
状
況
、
経
済
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
、
日
本
企
業
関
係
者
や
大
使
館
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
、
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
、
現
地
有
識
者
等
と
の
意
見
交
換
や
視
察
を
行
っ
た
、
こ
の
よ
う
に
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
成
果
か
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
任
務
を
通
じ
ま
し
て
、
目
的
で
あ
り
ま
し
た
現
地
の
雇
用

状
況
や
経
済
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
、
こ
の
よ
う
に
承
知
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
、
民
主

主
義
と
人
権
の
状
況
に
つ
い
て
は
一
切
の
言
及
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

安
藤
晴
彦
内
閣
審
議
官
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
人
権
侵
害
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
の
か
。 

二 

安
藤
晴
彦
内
閣
審
議
官
の
出
張
以
外
で
、
政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
い
る

の
か
。 

三 

不
当
に
拘
束
さ
れ
た
国
内
外
の
人
々
の
即
時
解
放
、
人
権
及
び
人
間
の
安
全
保
障
の
尊
重
、
民
主
的
な
政
治
体
制
の
早
期

回
復
の
速
や
か
な
実
現
の
た
め
に
、
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
外
交
資
源
を
駆
使
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る



 

３ 

 

か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


